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 新年明けましておめでとうございます。   
会員の皆様におかれましては、新春を健やかにお迎えのことと心より 
お慶び申し上げます。  
 昨年度は一昨年以上に新型コロナの感染が拡大するものの、3 年ぶりに行動制限の 
ないお盆休みや、夏祭り等のイベントも少しずつ開催されるようになりました。 
 また、ロシアのウクライナ侵攻による影響を受け原油価格の高騰や円安の進行に 
よる物価上昇等、家計への影響が顕著な一年でした。 
その中で、4 年に一度のサッカ－Ｗ杯では日本が決勝ト－ナメントへ進出し、惜しく 
もクロアチアにＰＫ戦で負け、目標とした 8 強に入ることは出来ませんでしたが、 
久方振りに明るい話題で大いに盛り上がった年でもありました。   
一方、新型コロナの感染は一向に収まる気配はなく感染者も髙いレベルで推移している状況が続いておりま
す。昨年末からインフルエンザも発生し、コロナ、インフルの同時流行が懸念されております。  
今年は卯年です。卯の跳躍する姿から「飛躍」「向上」が連想されるそうです。コロナを飛び越し通常の活
動が出来る年となるよう願っています。   
 昨年度の「群馬菱の実会」の活動としましては、新型コロナ感染の影響を受け 3 年続けて 36 回の定期総
会を始めとし秋の親睦旅行、また今年 3 月に予定のＭＨＫ菱花会とのカラオケ交流会も中止することとなり
ました。   
 愛好会の活動においては、2 年前のゴルフ愛好会に続き、グランドゴルフ愛好会が 9 月に第 100 回記念大
会を実施することが出来ました。これも皆様が頑張って継続して頂いた成果だと思っております。  
 さて、今年度の「群馬菱の実会」活動としましては、感染症対策に、より一層の注意を払いながら、出来
る所から例年通り活動を継続して行きたいと思います。   
菱の実会も高齢化が進んでいます。こんな状況下ではありますが、元気で健康的な生活を送る為にも各種活
動に積極的な参加をお願い致します。   
今後とも、菱の実会運営に皆様方のご理解ご協力をお願い申し上げます。   
 最後になりますが、三菱電機(株)群馬製作所の益々のご繁栄と労組・菱の実会の皆様方にとってこの新し
い年がより佳き一年となりますよう、心からご祈念申し上げ新年のご挨拶と致します。   

群馬菱の実会･機関紙（年 4 回発行） 2023-1-1 （１） 

群馬菱の実会  
会長 杵渕 喜善 

 

  
   
 菱の実会の皆様、新年明けましておめでとうございます。 
新春を健やかにお迎えのこと、心よりお喜び申し上げます。 
また、日頃より労働組合の活動に対しまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げ 
ます。 

弊支部は、昨年８月の改選により新体制となり、あっという間に約５カ月が過ぎ 
ようとしています。メンバーに少し変化はありますが、これまで同様、気軽に組合 
事務所に足を運んでいただければ幸いです。 

新型コロナウイルス感染症の第７波が沈静化し、社会経済活動が活性化しつつあ 
る状況です。水際対策も緩和され、円安を背景に外国人観光客によるインバウンド 
消費への期待が高まっています。また、国内においても全国旅行支援などが始まり、 
旅行・観光産業など国内需要の高まりが期待されています。一方、じりじりと進む円安で、国内では光熱
費や食料品をはじめ多くの物が値上がりし、生活実感は日に日に厳しくなってきています。 

いよいよこれから春季交渉を迎えます。当社グループの 2022 年度第２四半期連結決算は、前年同期比増
収減益となりました。売上高は、円安効果と量産系事業を中心とした需要の増加、部材調達コスト増の価
格転嫁などにより、上期として過去最高を更新しました。一方で、収益性は、原材料価格・物流費の高騰、
電子部品などの需給ひっ迫の影響で大きく悪化しており、棚卸資産の増加にも懸念がある状況です。こう
したなか、10 年連続で賃金引き上げの要求を行うことになります。非常に難しい交渉となることが想定さ
れますが、所得向上による消費拡大を通じた経済の好循環を実現するための重要な交渉であり、ニュース
などで是非ともご注目ください。 

今期の活動の大きな一つは社会活動です。４月には統一地方選挙があり、働くものの代表を各級議会に
送り、われわれの声を伝えるために、組織内議員を送り出しています。岸田体制が続く中、働くものの声
が国政に届きにくい状態になっています。昨年の参議院選挙では矢田わか子氏が残念ながら惜敗いたしま
した。働くものの声を政治に届けるためには何としてこの統一地方選挙で結果を出さなくてはなりません。
今回、太田市議会議員選挙では「久保田たかし」氏の公認が決定しています。現職の組織内議員として活
躍しておりますが、菱の実会の皆さんの引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。 

最後になりますが本年は菱の実総会にてお会い出来ることを楽しみにしながら、菱の実会の益々の発展
と皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 

三菱電機労働組合群馬支部 
執行委員長  嶋田 将士 

       

 

 

 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
令和 5 年度の総会は、４月１８日（火曜日）開催を予定しています。  

新型コロナウィルス感染症の状況次第では開催出来ない場合もありますので、３月号で 

改めてお知らせ致します。 
 

 

 

 
令和４年度のＭＨＫ菱花会とのカラオケ交流会は、現在の新型コロナウイルス感染症の状

況を考慮し、開催は中止と致します。 

５年度の開催をご期待ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

【会員投稿】 

     「食道がんの告知を受けて」      柳内孝行 

 私は、夏は登山、冬はスキ－そして通年を家庭菜園と身体を動かすのが好きな、自他ともに認める

健康オタクの７６歳でした。 

 しかし、それは一昨年の７月１７日に 

起きたのです。２か月前くらいから食事 

の際、胃の付近に違和感を感じていたの 

で、意を決して胃カメラ受診をしました。 

その朝妻に、朝食は胃カメラ受診に行く 

ので良いからと言い病院に行ったのです。 

 １０年前、大腸ポリ－プ除去でお世話に 

なった市内のＯ病院でした。 

 

 当日は、土曜日でコロナのワクチン接種も担当しており、院内は混雑してましたが予約なしで対応し

てくれました。順番になり胃カメラの診察中モニタ－の画面越しに「食道がんの初期症状ですね」と、

告知を受けました。医院長から県立がんｾﾝﾀ-の紹介状をいただきました。７月２１日診察予定日、が

んｾﾝﾀ-消化器内科で受診しました。結果は同じ診断で、ステ－ジ１なので手術によるがん摘出がベス

トではないかと担当医から告げられました。入院は８月下旬、手術は９月上旬になるがさらに、精密

検査を実施と言われ初診が終わりました。 

 

（２） 

 

【令和 5年度群馬菱の実会 総会開催予定】 

 

【令和 4 年度カラオケ交流会】 



 

１ヶ月以上入院すると困る事が二つ有ります。ひとつは、地元Ｍ社でのﾊﾟｰﾄ勤務です。 

                          仕事は屋内と屋外作業が有りますが 特にこの 

時期、雑草退治が主になるからです。これは、

前倒しで草刈り・除草剤で対応しました。第２

は家庭菜園です。借地ですが約 200 坪を耕作し

ています。この時期は、秋冬の種まきの準備だ

けです。しかし入院すると時期が重なるので済 

ます必要になりました。雑草対策は、休耕部分

の掘り起こしです。これは耕運機で難なく解決

しました。ただ、ハクサイ・ダイコンの種まき 

時期として少し早いですが、なんとかギリギリ滑り込みました。 

 ８月３０日入院日です。食道がんについては、先輩から「講釈師」と言われた私でも知識や情報が無く

不安一杯でした。しかし、その不安を和らげてくれたのが入院して数日後、談話室にいた食道がん患者の

会話です。抗がん剤治療で今回は７～８回になるというが、その顔には不安や悲壮感が無いのです。そこ

には、同病相憐れんというよりがんと闘う同士そのものなのです。その中でも、元Ｓ電社員のＫ氏です。

「がんは２人に１人がかかる病気だし、前向きに進むだけですよ」と、この人本当にがん患者かと思いま

した。私と同じ手術をした５０代の女性が予定より早く退院。彼らからの力を支えにいよいよ手術です。 

 ９月６日、長男・次男の激励を受けて手術室に向かいました。あとは、気が付くと長男の声が聞こえて、

それに対して「皆に無事終ったからと伝えて」と、言ったことが記憶に有ります。 

 ＩＣＵ室に２泊滞在、その間麻酔から完全に覚めないせいか、手術から来る痛みなどなくスタッフの方々

がビックリするほどでした。１１日一般病棟に移動。そこから手術前の体に戻るためのリハビリを開始し

ました。一番苦労したのが飲み込み力の不足で、液体がノドに詰まる感じなのです。氷のつぶの服用だけ

が３週間続き、１８日には 39 度の発熱があり、精密検査を受けました。結果、膿しょうの疑いで２２日

手術。 

 その後高熱が収まり回復、栄養補給剤点滴・氷つぶでの飲料のみで９月２７日迄継続。この間、食欲・

空腹感が無く不思議な体験でした。９月２８日 

から食のリハビリがスタ－ト。食道の手術が、 

食べ物の飲み込みにこれ程影響するのかとの思 

いの毎日でした。 

 一分粥からスタ－トし、五分粥になるまで 

２週間かかりました。同じ手術をした女性が 

予定より早く退院し、焦りが出てきました。 

そんな中、１０月４日に全粥まで前進。６日に 

は軟飯で飲み込みチェックを実施。そして、 

突然ナ－スさんから急遽退院の許可が言い渡さ 

れました。まだ、飲み込みに自信がなかったのですが２か月の入院で里心がついていたので、二つ返事で

退院しました。 

 それからが飲み込みベタから、アクシデントで何度も胃カメラのお世話になりました。 

まず、退院１０日目に朝食でノドを詰まらせ、緊急診察でなんとか対応しました。２月には、スキ－部の

合宿先の尾瀬戸倉で、昼食のカツが詰まり現地での対応が出来ず一人でバスと新幹線を乗り継ぎ、なんと

か地元で対応することもありました。 

 退院して１年弱ですが、検診でも問題なく経過してますので、食事に注意しながら全快するのを待って

ます。 

（３） 

 

 



 

 

  
 

 

紙面版菱の実会だよりの次回発行は令和 5 年 3 月１日の予定です。 

なお、菱の実会ホームページは、毎月１日に更新・発行しています。 
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